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 【
事
業
系
一
般
廃
棄
物
】

●
事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
は
、
商

店
・
会
社
・
事
業
所
等
の
事
業
活
動

に
伴
っ
て
発
生
し
た
ご
み
で
、
産
業

廃
棄
物
以
外
の
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
こ
れ
ら
の
ご
み
は
法
令
に
基
づ
き

自
ら
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
自
ら
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
市
が
許
可
し
た
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
に
委
託
（
有
料
）
し

て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
用
ご
み
置
場
に
は
出
せ
ま
せ

ん
。

【
産
業
廃
棄
物
】

●
産
業
廃
棄
物
と
は
事
業
活
動
に

伴
っ
て
発
生
し
た
ご
み
の
う
ち
、
金

属
く
ず
・
が
れ
き
類
・
汚
泥
・
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
の　

品
目
を
い

２０

い
ま
す
。

●
こ
れ
ら
の
ご
み
は
法
令
に
よ
り
事

業
者
自
身
の
処
理
責
任
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
自
ら
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
県
が
許
可
し
た
産
業
廃
棄
物

処
理
業
者
に
委
託
（
有
料
）
し
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

環
境
衛
生
課

�
３
２
―
１
１
１
１

環
境
衛
生
課

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
処
分

 　

特
別
な
事
情
が
あ
り
、
か
つ
緊
急

を
要
す
る
住
宅
建
設
な
ど
の
開
発
に

伴
う
、
農
用
地
区
域
の
変
更
（
除

外
・
編
入
）
申
請
に
つ
い
て
は
、　
１１

月
７
日
�
を
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
早
め
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、　

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１９

広
報
う
き
６
月
１
日
号
に
も
掲
載
し

ま
し
た
と
お
り
、
宇
城
市
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
策
定
と
重
な
り
、
個

別
見
直
し
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�問
 
　

農
政
課
農
政
係

�
３
２
―
１
１
１
１

各
支
所
産
業
課

 【
公
開
授
業
】

　

各
教
室
で
行
わ
れ
て
い
る
授
業
を

公
開
し
ま
す
。

期
日　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

２３

２７

時
間　

午
前
８
時　

分
〜　

時　

分

５０

１２

４０

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

４０

３０

【
公
開
講
座
】

　

一
般
参
加
者
を
対
象
に
地
域
の
自

然
・
文
化
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

◆
自
然
分
野
「
地
域
の
地
質
を
学
ぶ

農
政
課

農
業
振
興
地
域
農
用
地

区
域
個
別
見
直
し
に
つ
い
て

県
立
宇
土
高
等
学
校

「
公
開
授
業
」と「
公
開
講
座
」

〜
ふ
と
ん
石
を
見
て
み
よ
う
〜
」

期
日　
　

月
４
日
�

１１

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時
（
午
後
１

時
に
網
田
駅
前
集
合
）

場
所　

御
輿
来
海
岸

講
師　

湊
啓
輔
教
諭
・
田
中
基
義
教

諭
（
理
科
地
学
）

◆
社
会
分
野
「
消
費
者
教
育
〜

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
の
恐
怖
〜
」

期
日　
　

月　

日
�

１１

１１

時
間　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

場
所　

宇
土
高
等
学
校
視
聴
覚
教
室

講
師　

城
野
実
教
諭
（
数
学
）

�問
 
　

宇
土
高
等
学
校
・
湊

�
２
２
―
０
０
４
３

 　

幼
稚
部
、
小
学
部
、
中
学
部
の
日

ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
上

で
発
表
し
ま
す
。
一
人
一
人
の
子
ど

も
た
ち
の
輝
く
姿
を
ご
覧
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の

多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
　

月　

日
�
午
前
９
時　

分

１０

２１

３０

〜
午
後
２
時　

分
３０

場
所　

松
橋
東
養
護
学
校
体
育
館
ほ

か
（
松
橋
町
豊
福
）

内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
（
午
前
）、

ゲ
ー
ム
や
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
な
ど
の

体
験
（
午
後
）

�問
 
　

松
橋
東
養
護
学
校

�
３
２
―
１
７
２
６

県
立
松
橋
東
養
護
学
校

学
習
発
表
会
の
お
知
ら
せ

 　

今
年
の
「
ま
つ
に
し
デ
ー
」
は
、

本
校
創
立　

周
年
を
祝
う
記
念
イ
ベ

３０

ン
ト
で
も
あ
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
一

日
が
過
ご
せ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
来

校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　
　

月　

日
�

１１

１２

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
／
記
念
式

４０

典
、
午
前　

時
〜
午
後
２
時

１１

／
ま
つ
に
し
デ
ー

場
所　

松
橋
西
養
護
学
校

内
容　

小
学
部
の
遊
び
場
、
中
学

部
・
高
等
部
の
作
業
製
品
販
売
、
保

護
者
に
よ
る
食
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど

�問
 
　

松
橋
西
養
護
学
校
・
鳥
井

�
３
３
―
２
７
９
７

 　

本
校
も
開
校
以
来
、
７
年
目
を
迎

え
ま
す
。
学
園
祭
を
通
し
て
私
た
ち

が
日
ご
ろ
か
ら
学
校
で
学
ん
で
い
る

こ
と
を
宇
城
市
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
親
睦
・
交
流
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

期
日　
　

月
３
日（
金
・
文
化
の
日
）

１１

時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

場
所　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
青

照
館
（
三
角
町
波
多
）

県
立
松
橋
西
養
護
学
校

　

周
年
記
念
ま
つ
に
し
デ
ー

３０メ
デ
ィ
カ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
青
照
館

第
５
回
青
照
祭
を
開
催
し
ま
す

内
容　

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
露
店
、

女
装
コ
ン
テ
ス
ト
ほ
か

�問
 
　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
青
照
館

�
５
４
―
２
２
１
１

 　

昨
年
に
続
き
和
紙
の
造
形
作
家
・

坂
本
直
昭
氏
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。

天
然
染
料
（
赤
土
・
柿
渋
・
紅
花
・

墨
）
を
使
っ
て
染
め
上
げ
た
作
品
１

万
５
千
点
を
展
示
販
売
す
る
ほ
か
、

同
氏
に
よ
る
ふ
す
ま
張
り
の
実
演
も

あ
り
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
日　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

２４

３１

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
６
時
（　

１０

２４

日
の
み
正
午
〜
）

場
所　

懐
水
集
（
不
知
火
町
浦
上
）

�問
 
　

懐
水
集
・
福
本

�
３
２
―
２
２
６
８

 
期
日　
　

月　

日
�

１０

２７

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

場
所　

三
角
セ
ン
タ
ー

�問
 
　

三
角
調
停
協
会
（
宇
城
簡
易
裁

判
所
内
）　

�
５
２
―
２
１
４
９

懐
水
集

「
坂
本
直
昭
」紙
展　
０６

三
角
調
停
協
会

無
料
調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

市
職
員
退
職
〔
９
月　

日
付
〕

３０

　

北
山
清
二
（
総
務
部
付
・
課
長
）
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
に

当
た
っ
て
は
、
人
権
・
福
祉
・
少
子

高
齢
社
会
・
地
域
・
家
庭
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
方
向
か
ら
考
え
行
動
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
・
地
方
行
政
・
職
場
、
そ
し

て
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い

う
考
え
の
下
、
日
本
の
社
会
シ
ス
テ

ム
は
つ
く
ら
れ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

中
で
女
性
だ
け
に
頑
張
れ
と
言
っ
て

も
無
理
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
男
性

も
女
性
も
働
き
や
す
く
、
暮
ら
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
な
が
ら
、

そ
の
中
で
義
務
や
責
任
を
分
か
ち

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
や
作
業
の
改
善
を
す
る
時
、

効
率
が
悪
く
て
も
慣
れ
た
今
ま
で
の

方
が
楽
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
変

わ
っ
て
し
ま
え
ば
改
善
後
の
方
が
ど

れ
だ
け
効
率
的
で
心
地
良
い
か
、
経

験
さ
れ
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
変
化
す
る
時
に
は
パ
ワ
ー
が
い

る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
個
人
ま
た
は
家
庭
で
は
、

今
ま
で
の
意
識
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
変

え
て
周
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。
何
事

も
周
り
の
理
解
と
協
力
が
な
い
と
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
も
し
、

自
分
が
相
手
の
立
場
だ
っ
た
ら
」
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
何
も
男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
す
時
の
も
の
で
は
な
く
、
日
常

的
に
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
最
初
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
時
に
、「
も
し
、
子
育
て
を

１
人
で
し
ろ
と
言
わ
れ
た
ら
で
き
る

だ
ろ
う
か
？
」
私
は
自
信
を
持
っ
て

「
絶
対
で
き
な
い
」
と
い
う
答
え
で

し
た
。
た
と
え
仕
事
を
し
な
い
で
子

育
て
に
専
念
し
て
も
よ
い
と
言
わ
れ

て
も
そ
れ
は
無
理
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
し
て
や
仕
事
を
し
な
が
ら
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
。

　

逆
に
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
の
女
性
は

女
性
と
い
う
だ
け
で
、
そ
れ
を
や
っ

て
き
て
い
る
し
、
今
も
ｉ
ｎ
ｇ
（
現

在
進
行
形
）
の
人
も
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
出
産
と
授
乳
（
母
乳
）
は

女
性
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
男
性

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
早
く
か
ら

子
育
て
に
参
加
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
地
域
社
会
へ
の
参
加
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

共
働
き
家
庭
、
専
業
主
婦
（
夫
）

家
庭
、
シ
ン
グ
ル
家
庭
な
ど
い
ろ
ん

な
形
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
選
択
で
す
。

た
だ
、
ど
の
よ
う
な
形
を
選
択
し
て

も
相
手
を
理
解
し
支
え
合
い
、
ま
た

社
会
生
活
に
お
い
て
も
性
別
に
よ
る

ハ
ン
デ
ィ
が
な
い
世
の
中
が
、
男
女

共
同
参
画
社
会
だ
と
考
え
ま
す
。

 　

家
庭
や
職
場
、
学
校
あ
る
い
は
地

域
活
動
な
ど
の
身
近
な
生
活
の
中
で
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
感
じ
た

り
、
気
付
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
こ
と
を
鋭
く
、
ま

た
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
五
・
七
・
五
の

リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
表
現
し
た
川
柳
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
可

応
募
方
法　
　

様
式
自
由
、
未
発
表

で
自
作
の
も
の
、
１
人
１
点
。
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
の
上
、
は
が

き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
応
募

す
る
場
合
は
実
名
も
付
記
）。

応
募
締
切　
　

月　

日
�
（
当
日
消

１１

３０

印
有
効
）

表
彰　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
数

点
、
佳
作
数
点
、
特
別
賞
１
点
（
そ

れ
ぞ
れ
に
副
賞
あ
り
）

�応
 

・
�問
 
　

〒
８
６
９
―
０
５
３
２

松
橋
町
久
具
４
０
０
―
１

宇
城
地
域
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
県
宇
城
地
域
振
興

局
総
務
振
興
課
内
）

�
３
２
―
０
１
３
３

�
３
３
―
４
３
３
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

danjo-senryu@
pref.kum

am
oto.lg.jp

「
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に

し
た
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
通
信
vol.23

男女共生係
　　32－1111
（内線245）
　　32－0110FAX

「『
も
し
…
』
か
ら
始
ま
る
男
女
共
同
参
画
」

市男女共同参画推進懇話会

副会長　中川　康則
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